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〃
絶
対
、
絶
対
〃
〃
人
間
は
絶
対
に
死
ぬ
、
と
い
う
以
外
に
、
絶
対
と
い
う
言
葉
を
使
っ
ち
ゃ
だ
め
よ
・
絶
対
、
絶
対
と
い
う
人
間
は
信
用
で
き
ん
よ
〃
と
、
昔
あ
る
人
か
ら
言
わ
れ
た
。
ス
リ
ー
マ
イ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
原
発
事
故
以
来
、
あ
れ
ほ
ど
〃
絶
対
安
全
、
絶
対
大
丈
夫
″
と
叫
ん
で
い
た
原
発
推
進
論
者
の
口
か
ら
〃
絶
対
〃
が
消
え
た
。
、
月
配
日
、
原
子
力
の
日
科
技
庁
新
聞
広
報
に
曰
く
。
「
原
発
は
安
全
性
を
確
保
す
る
事
が
大
前
提
で
す
。
米
国
の
原
発
事
故
を
教
訓
と
し
て
、
更
に
一
層
の
安
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
色
日
本
で
は
絶
対
あ
あ
い
う
事
故
は
起
ら
な
い
と
大
見
栄
き
っ
た
吹
田
原
子
力
安
全
委
員
長
が
辞
任
し
た
と
い
う
話
は
、
未
だ
聞
か
な
い
。
198○年度(第5号～8号）会計予算害""wiwwpjww"""wwa
§
:長崎通信；
豊1979年11月10日応503
：長崎の証言の会発行：
§長崎市宝栄町'8-4(岡村進)3
鯉岬pj;mjり"IWiWji"j"wiwg
1979．10．1～1980．9．31
＜収入の部＞ ＜支出の部＞
I ’
I
一
九
七
九
年
十
月
二
十
日
（
土
）
、
長
崎
の
証
言
の
会
の
総
会
は
午
後
二
時
か
ら
、
被
災
協
三
階
会
議
室
で
ひ
ら
か
れ
た
。
司
会
は
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
の
深
堀
義
俊
氏
（
運
営
委
員
）
に
お
願
い
し
た
。
会
長
の
秋
月
辰
一
郎
先
生
は
、
過
労
の
た
め
入
院
中
で
欠
席
、
会
長
あ
い
さ
つ
は
鎌
田
定
夫
先
生
（
総
科
大
教
授
、
副
会
長
）
に
お
願
い
す
る
。
続
い
て
、
来
賓
あ
い
さ
つ
。
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
国
際
文
化
会
館
長
林
田
公
氏
に
、
被
災
協
よ
り
葉
山
利
行
事
務
局
長
、
長
崎
を
世
界
に
伝
え
る
会
よ
り
坂
口
便
事
務
局
長
、
原
普
協
よ
り
、
武
居
洋
事
務
局
代
表
よ
り
受
け
る
。
議
事
に
は
い
り
、
経
過
報
告
、
決
算
報
告
を
岡
村
進
（
事
務
局
長
）
が
、
監
査
報
告
を
足
立
浩
（
総
科
大
）
桃
木
房
枝
（
貯
金
局
）
の
両
氏
に
お
願
い
す
る
。
（
内
容
は
通
信
瓶
⑲
）
次
年
度
活
動
方
針
に
つ
い
て
は
鎌
田
定
夫
副
会
長
よ
り
、
同
じ
く
予
算
案
に
つ
い
て
は
岡
村
よ
り
提
案
を
し
て
承
認
を
う
け
る
。
続
い
て
、
会
の
役
員
は
前
年
度
に
引
続
い
て
お
願
い
す
る
こ
と
で
承
認
を
う
● ●■
季
刊
『
長
崎
の
証
言
』
第
二
年
度
へ
■
長
崎
の
証
言
の
会
総
会
よ
り
事
務
局
長
岡
村
進
■
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
へ
■
▼
大
阪
の
福
中
都
生
子
さ
ん
か
ら
寄
贈
の
詩
集
を
持
っ
て
、
聖
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
病
院
に
秋
月
先
生
を
訪
ね
る
。
「
秋
月
先
生
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」
「
今
点
滴
中
で
す
」
「
は
ぁ
、
患
者
さ
ん
に
点
滴
さ
れ
て
る
ん
で
す
か
」
「
い
え
、
先
生
が
点
滴
を
受
け
て
ら
っ
し
や
る
ん
で
す
。
」
あ
わ
て
て
、
四
階
四
○
二
号
室
へ
行
く
。
▼
「
先
生
、
大
丈
夫
で
す
か
」
「
い
や
、
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
ね
。
私
の
は
長
び
く
ん
だ
」
「
だ
め
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
先
生
。
無
理
さ
れ
た
ら
」
「
こ
こ
三
、
四
年
、
調
子
が
良
か
っ
た
ん
だ
け
ど
ね
。
今
度
ば
か
し
は
ど
う
も
ね
え
」
「
今
年
は
、
先
生
、
忙
し
か
っ
た
で
す
も
ん
ね
。
春
先
の
渡
米
、
原
水
禁
大
会
、
九
月
末
の
東
京
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
．
：
．
」
「
ち
ょ
っ
と
無
理
し
た
か
ら
ね
え
」
「
先
生
、
も
う
、
い
つ
と
き
は
こ
も
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
困
り
ま
す
」
「
う
ん
、
そ
う
。
例
年
そ
う
し
て
た
ん
だ
け
ど
ね
え
。
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
（
渡
辺
）
千
恵
子
さ
ん
や
谷
口
（
稜
嘩
）
君
な
ん
か
が
、
あ
あ
し
て
頑
張
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
ね
え
」
▼
「
と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
は
読
ん
だ
か
ね
」
「
え
、
ロ
・
ヘ
ル
ト
・
ユ
ン
ク
『
原
子
力
帝
国
』
で
す
か
、
い
え
ま
だ
。
先
生
、
情
報
が
早
い
な
あ
」
「
い
や
、
週
刊
朝
日
に
書
評
が
載
っ
て
た
ん
だ
。
こ
う
い
う
テ
ー
マ
で
す
ね
、
問
題
は
。
ボ
ル
ト
の
ネ
ジ
が
ゆ
る
ん
だ
と
か
ど
う
と
か
い
う
の
も
大
事
け
る
。
さ
ら
に
、
顧
問
の
杉
本
亀
吉
氏
（
遺
族
会
々
長
）
が
死
去
さ
れ
た
の
で
、
遺
族
会
を
代
表
し
て
滝
川
勝
氏
を
顧
問
に
、
又
新
し
い
運
営
委
員
に
、
グ
ラ
バ
ー
園
を
長
荒
木
正
人
氏
（
前
文
化
会
館
次
長
）
を
お
願
い
す
る
。
会
は
形
式
的
な
総
会
と
い
う
よ
り
、
内
容
の
検
討
を
含
め
た
拡
大
運
営
委
員
会
の
よ
う
な
形
に
な
り
、
予
定
の
時
間
を
二
時
間
近
く
オ
ー
バ
ー
す
る
。
季
刊
体
制
で
昨
年
九
月
末
に
発
足
し
た
と
き
は
、
先
の
活
動
に
つ
い
て
は
全
く
見
当
も
つ
か
な
い
状
況
だ
っ
た
が
会
員
一
同
の
努
力
に
よ
っ
て
季
刊
活
動
の
目
標
は
一
応
達
成
さ
れ
た
と
思
う
。
特
に
鎌
田
氏
夫
妻
の
編
集
・
会
員
獲
得
の
活
躍
ぶ
り
は
、
ま
さ
に
阿
修
羅
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
夫
人
の
病
気
を
招
い
た
こ
と
は
無
理
も
な
い
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
す
こ
し
で
も
早
く
完
治
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
会
長
の
秋
月
先
生
も
、
本
業
の
医
療
の
か
た
わ
ら
、
数
な
の
会
議
へ
の
参
加
が
重
な
る
な
か
で
、
三
月
に
は
ア
メ
リ
カ
で
の
平
和
教
育
会
議
、
夏
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
、
九
月
、
東
京
で
の
Ｎ
7
● ●
だ
け
ど
、
相
入
れ
な
よ
う
な
視
む
つ
が
佐
れ
見
て
る
長
崎
の
被
の
。
辻
（
に
〃
佐
世
い
と
つ
じ
気
せ
ん
や
ら
原
爆
の
ち
ゅ
う
て
ん
わ
け
い
と
、
原
爆
の
話
は
た
か
も
し
れ
な
い
度
に
乾
布
摩
擦
を
見
な
が
ら
、
ほ
ん
と
が
た
た
か
い
な
（
事
と
に
か
く
、
む
つ
は
何
と
か
せ
ん
と
い
か
ん
」
▼
「
先
生
、
青
森
県
む
つ
市
の
中
村
亮
嗣
さ
ん
の
『
ぼ
く
の
町
に
原
子
力
船
が
来
た
』
は
読
ま
れ
た
ん
で
す
か
「
そ
れ
そ
れ
、
わ
し
や
前
か
ら
読
み
た
い
と
思
う
と
つ
と
。
今
度
来
る
と
き
、
買
う
て
来
て
く
れ
ん
ね
。
佐
世
保
に
来
る
前
の
い
き
さ
つ
を
、
も
っ
と
よ
く
知
り
た
い
か
ら
。
長
崎
が
ね
え
、
長
崎
が
も
っ
と
し
っ
か
り
せ
ん
け
り
や
ね
え
」
マ
ヘ
ッ
ド
の
名
札
に
「
秋
月
辰
一
郎
縄
才
」
と
書
か
れ
て
あ
る
の
が
、
今
更
の
よ
う
に
胸
に
こ
た
え
る
。
原
爆
の
話
に
な
る
と
、
一
時
間
、
二
時
間
は
す
ぐ
経
つ
。
先
生
の
身
体
の
こ
と
を
考
え
る
し
な
い
方
が
よ
か
っ
Ｇ
Ｏ
被
爆
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
周
年
記
念
合
同
研
究
会
へ
の
参
加
な
ど
、
ず
い
ぶ
ん
無
理
を
重
ね
ら
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
総
会
の
と
き
は
入
院
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
証
言
の
会
の
中
心
に
な
る
人
た
ち
が
病
気
で
倒
れ
な
が
ら
、
な
お
か
つ
、
こ
の
運
動
を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
今
の
世
界
の
核
情
勢
が
、
人
類
の
破
滅
か
生
存
か
の
岐
路
に
き
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。
今
後
、
こ
の
会
の
果
た
す
役
割
り
は
被
爆
地
長
崎
を
原
点
に
し
た
、
核
兵
器
廃
絶
と
被
爆
者
援
護
法
の
成
立
へ
の
歩
み
を
強
め
る
こ
と
を
決
意
し
て
会
を
終
わ
る
。
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印 刷費
＜内訳＞
季刊妬5～8印刷費
通信その他
通 信費
事 務費
人 件 費
編 集費
会議費
予備 費
次期繰越金
合 計
前年度決算額
2，409．020
240，600
1200907
359．170
30，236
9，100
60，640
438，372
3，668，045
本年度予算額
2650‘000
2400，000
250，000
440，000
100，000
480pOO
80，000
50pOO
334，372
4ユ34，372
科 目
会費
賛助会費
寄 付 金
事業収入
＜内訳＞
誌代（妬5～8）
年刊証言残本処理
季刊証言残本処理
広告代
繰越金
その他
合計
前年度決算額
1．065，200
2500000
261．125
1874，220
21Z500
0
3β68，045
本年度予算額
1．000pOO
300，000
200，000
1920，000
の
の
の
０
０
０
０
０
０
口
９
９
０
０
０
８
４
０
２
２
４
も１く
く
く
256，000
438，372
20pOO
4ユ34．372
）
(3) 長崎通信応50 (2)
■
会
員
通
信
■
（
や
。
１
１
℃
・
副
）
◆
鎌
田
先
生
を
通
じ
ま
し
て
、
長
崎
の
証
言
を
一
部
申
込
ま
せ
て
頂
き
ま
す
。
（
北
九
州
・
竹
下
孝
史
）
◆
季
刊
『
長
崎
の
証
言
』
ご
送
付
下
さ
い
。
年
間
購
読
の
申
込
方
法
、
従
来
の
第
一
集
よ
り
第
、
集
の
定
価
と
送
料
を
ご
連
絡
下
さ
い
。
（
枚
方
市
・
畔
上
秋
男
）
◆
『
長
崎
の
証
言
』
最
近
号
４
冊
を
二
千
円
で
分
け
て
お
ら
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
（
確
か
読
売
新
聞
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
夕
送
料
並
び
に
送
金
方
法
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
特
に
外
国
人
捕
慮
の
証
言
は
私
も
全
く
読
ん
だ
こ
と
が
な
く
、
貴
重
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
。
当
方
は
大
学
生
。
（
熊
本
市
・
秋
山
純
晴
）
◆
『
長
崎
の
証
言
』
第
５
号
１
８
号
、
前
払
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
請
求
書
・
振
替
用
紙
を
お
送
り
下
さ
い
。
（
三
省
堂
書
店
外
商
課
図
書
館
係
）
◆
『
長
崎
の
証
言
』
出
版
記
念
懇
談
会
に
御
招
き
に
あ
ず
か
り
深
謝
し
て
居
り
ま
す
。
当
日
は
折
悪
し
く
、
当
展
示
館
に
多
数
の
団
体
見
学
者
が
あ
り
、
小
生
ら
説
明
の
任
に
当
ら
ね
ば
な
ら
ず
失
礼
い
た
し
ま
す
が
、
御
来
場
の
皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。
（
第
五
福
竜
丸
平
和
協
会
・
広
田
重
通
）
◆
活
躍
御
苦
労
さ
ん
で
す
。
（
福
岡
県
小
郡
市
・
森
重
人
）
◆
如
月
加
日
の
総
会
に
は
出
席
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
一
応
、
会
費
を
送
金
さ
せ
長
崎
原
爆
の
最
も
大
き
く
、
か
つ
深
刻
な
空
白
の
一
つ
と
し
て
、
朝
鮮
人
被
爆
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
去
る
ｎ
月
２
日
よ
り
来
崎
し
た
広
島
・
長
崎
朝
鮮
人
被
爆
者
実
態
調
査
団
（
尾
崎
陞
団
長
以
下
皿
名
）
と
長
崎
現
地
調
査
団
（
讓
田
長
利
団
長
以
下
、
、
団
体
の
べ
娼
名
）
に
よ
る
合
同
調
査
が
、
ｎ
月
８
日
ま
で
の
一
週
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
２
日
朝
、
長
崎
駅
に
到
着
し
た
調
査
団
を
迎
え
、
た
だ
ち
に
平
和
祈
念
像
と
松
山
の
朝
鮮
人
追
悼
碑
に
参
拝
し
て
花
束
を
捧
げ
、
そ
の
あ
と
長
崎
市
長
と
県
知
事
を
表
敬
訪
問
、
調
査
協
力
を
要
請
、
記
者
会
見
し
ま
し
た
。
ひ
き
つ
づ
い
て
地
元
調
査
団
と
の
打
合
せ
と
懇
談
会
を
夜
九
時
ま
で
開
催
。
明
け
て
３
日
よ
り
８
日
午
前
中
ま
で
四
遜
に
分
か
れ
て
、
朝
鮮
人
被
爆
者
の
証
言
採
集
、
飯
場
・
作
業
現
場
・
被
爆
地
点
の
実
地
調
査
を
行
な
い
、
こ
の
間
、
濁
名
の
朝
鮮
人
被
爆
者
（
民
団
系
９
名
、
帰
化
１
名
、
手
帳
未
取
得
４
名
を
含
む
）
廻
名
の
日
本
人
被
爆
者
よ
り
の
証
言
を
得
、
記
ヵ
所
の
飯
場
・
作
業
現
場
・
被
爆
地
点
を
確
認
し
ま
し
た
。
三
た
び
生
死
の
門
を
く
ぐ
る
李
寿
東
さ
ん
（
砺
才
、
大
浦
町
）
は
山
口
県
の
長
生
炭
坑
で
強
制
労
働
中
、
長
崎
原
爆
の
空
白
を
埋
め
る
ｌ
朝
鮮
人
被
爆
者
実
態
調
査
報
告
Ｉ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
佐
賀
県
嬉
野
町
・
古
川
ム
ッ
エ
）
◆
会
員
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
。
会
の
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
（
神
戸
市
・
宇
野
芳
明
）
◆
栗
原
貞
子
様
の
御
紹
介
で
購
読
会
員
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
御
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。
（
東
京
・
内
田
正
男
）
◆
何
の
お
手
伝
い
も
で
き
ま
せ
ず
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
活
躍
の
程
お
祈
り
致
し
ま
す
。
（
大
村
市
・
村
山
ふ
さ
え
）
◆
前
と
住
所
が
変
っ
て
い
ま
す
。
今
度
か
ら
自
宅
の
方
に
送
っ
て
も
ら
う
た
め
で
す
。
（
壱
岐
郡
・
殿
川
五
百
枝
）
◆
毎
を
お
世
話
様
で
御
座
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
ま
す
。
総
会
の
御
盛
会
を
祈
り
ま
す
。
（
大
阪
・
寺
田
寿
々
子
）
◆
長
崎
の
証
言
の
ケ
ー
ス
が
百
円
と
あ
り
ま
し
た
が
、
郵
送
で
き
る
も
の
な
ら
お
送
り
下
さ
い
。
そ
の
さ
い
は
、
カ
ン
。
〈
額
か
ら
送
料
共
差
引
き
、
残
り
を
カ
ン
・
〈
に
。
（
保
谷
市
・
三
尾
規
子
）
◆
『
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
』
一
冊
別
送
下
さ
い
。
出
版
記
念
会
に
は
欠
席
。
公
職
に
つ
き
ま
し
た
し
、
遠
路
な
の
で
都
合
が
つ
き
ま
せ
ん
。
貧
者
の
一
灯
で
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。（
古
河
市
・
逆
井
督
）
◆
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
こ
ち
ら
は
行
政
主
導
型
で
、
市
民
運
動
的
背
景
は
極
め
て
薄
い
よ
う
で
す
。
鎌
田
定
夫
（
長
崎
現
地
調
査
団
事
務
局
長
）
水
没
事
故
で
犯
人
の
同
僚
を
失
い
、
必
死
に
そ
こ
を
脱
走
、
各
地
を
転
々
と
し
た
あ
と
、
長
崎
・
香
焼
島
の
飯
場
に
き
て
、
そ
こ
で
一
カ
月
間
、
軍
に
徴
用
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
油
輸
送
船
の
コ
ッ
ク
見
習
い
で
従
軍
し
ま
し
た
。
し
か
し
帰
国
の
途
中
、
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
て
沈
没
、
何
時
間
も
漂
流
し
た
あ
と
、
救
出
さ
れ
て
生
命
び
ろ
い
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
８
月
９
日
、
浜
口
町
の
飯
場
を
出
て
油
木
の
商
業
学
校
の
先
で
土
方
作
業
中
、
原
爆
に
あ
い
、
負
傷
し
た
日
本
人
の
上
役
を
背
負
っ
て
大
橋
ま
で
運
び
、
帰
途
、
家
の
下
じ
き
に
な
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
を
救
助
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
爆
心
地
の
松
山
付
近
に
も
朝
鮮
人
の
飯
場
が
あ
り
、
そ
の
防
空
壕
で
被
爆
し
た
増
山
と
い
う
唱
才
の
青
年
を
山
里
国
民
学
校
の
救
護
所
に
車
力
で
運
ん
だ
こ
と
な
ど
、
爆
心
地
帯
の
被
爆
状
況
に
つ
い
て
も
証
言
し
ま
し
た
。
駒
場
、
大
橋
、
如
己
堂
下
で
金
宗
丸
さ
ん
（
顕
才
、
辻
町
）
は
、
当
時
、
徴
用
で
三
菱
兵
器
の
協
力
工
場
、
（
駒
場
一
丁
目
の
加
藤
製
作
所
）
に
動
員
さ
れ
、
当
日
は
護
国
神
社
下
の
防
空
壕
堀
り
の
股
中
に
被
爆
、
自
分
ひ
と
り
助
か
り
、
ふ
ん
ど
し
一
つ
で
式
見
の
方
に
逃
げ
ま
し
た
が
、
被
爆
後
二
ヵ
月
ほ
● ●
（
広
島
・
日
高
隆
二
郎
）
◆
先
日
「
長
崎
通
信
」
施
娼
を
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
長
崎
の
証
言
の
会
の
運
営
が
財
政
的
に
た
い
へ
ん
苦
し
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
わ
ず
か
の
金
額
で
す
が
、
長
崎
の
証
言
の
会
に
カ
ン
パ
い
た
し
た
い
と
思
い
、
お
金
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
長
崎
の
証
言
の
会
の
よ
う
に
、
一
人
一
人
の
個
人
を
大
事
に
し
た
地
味
な
市
民
運
動
は
私
の
生
き
て
い
く
上
で
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
私
も
、
で
き
る
だ
け
の
支
援
を
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
（
東
京
・
小
野
重
誠
）
◆
う
っ
か
り
致
し
て
お
り
ま
し
た
。
大
変
お
そ
く
な
り
ま
し
た
が
、
会
費
納
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
広
島
・
藤
枝
良
枝
）
◆
御
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。
広
島
一
区
は
御
承
知
の
通
り
、
被
爆
の
地
で
、
選
挙
も
又
、
原
水
禁
運
動
の
解
体
統
一
な
ど
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
お
り
、
絶
対
に
負
け
ら
れ
ぬ
選
挙
で
す
の
で
、
丸
一
カ
月
、
全
力
投
球
を
し
、
す
っ
か
り
疲
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
反
原
発
の
闘
い
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
又
軍
縮
行
動
も
始
ま
り
ま
す
。
今
日
は
中
谷
訴
訟
（
自
衛
官
合
祀
違
憲
訴
訟
）
の
控
訴
審
に
傍
聴
に
行
き
ま
す
。
会
費
三
千
円
を
お
送
り
致
し
ま
す
。
お
互
い
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
（
広
島
・
栗
原
貞
子
）
ど
し
て
駒
場
の
工
場
跡
に
番
小
屋
を
作
っ
て
こ
こ
に
妻
子
と
住
み
ま
し
た
。
伊
成
相
さ
ん
（
砲
才
、
出
島
町
）
は
当
時
、
下
大
橋
付
近
の
飯
場
に
家
族
と
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
当
日
は
本
原
の
三
菱
兵
器
の
半
地
下
工
場
（
今
は
大
手
町
）
の
土
方
作
業
中
に
被
爆
、
溝
の
中
に
い
た
の
で
生
命
び
る
い
し
、
そ
の
あ
と
大
橋
の
自
室
で
妻
子
と
弟
の
死
体
を
発
見
、
そ
の
付
近
に
埋
め
ま
し
た
。
金
在
甲
さ
ん
（
記
才
、
上
五
島
）
は
福
岡
の
岩
崎
炭
坑
で
３
年
働
い
た
あ
と
軍
夫
と
し
て
徴
用
さ
れ
、
当
日
は
三
菱
製
鋼
所
か
ら
三
菱
兵
器
大
橋
工
場
ま
で
馬
車
で
鉄
材
を
の
せ
て
運
搬
中
に
被
爆
し
ま
し
た
。
爆
心
地
か
ら
四
五
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
如
己
堂
下
の
山
か
げ
で
、
馬
の
か
げ
だ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
瞬
間
、
荷
馬
車
が
こ
わ
れ
、
お
ど
ろ
い
た
馬
の
た
て
が
み
に
し
が
み
つ
い
た
ま
ま
、
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
道
の
尾
ま
で
行
き
ま
し
た
。
馬
は
そ
こ
の
川
原
で
三
カ
月
間
生
き
の
び
、
金
さ
ん
は
毎
日
馬
を
か
い
抱
し
ま
し
た
が
、
三
カ
月
目
に
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
調
査
活
動
継
続
と
報
告
集
刊
行
調
査
団
は
、
今
後
さ
ら
に
調
査
活
動
を
継
続
し
、
来
夏
ま
で
に
は
一
冊
の
証
言
・
報
告
集
に
ま
と
め
、
ま
た
、
今
回
申
し
立
て
の
あ
っ
た
四
人
の
申
請
者
の
手
帳
取
得
、
朝
鮮
人
で
あ
る
が
ゆ
え
の
不
利
益
、
差
別
等
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。● ●
（
二
ペ
ー
ジ
四
段
目
よ
り
）
の
戦
時
・
戦
後
体
験
記
録
委
員
会
）
▼
『
平
和
文
化
』
施
廻
（
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
九
・
九
・
一
）
▼
『
釜
ヶ
崎
原
爆
被
爆
者
の
怒
り
と
悲
し
み
』
（
釜
ヶ
崎
原
爆
被
爆
者
の
会
、
一
九
七
九
・
八
．
こ
▼
『
あ
く
の
ば
し
』
妬
５
１
８
、
詩
集
『
女
は
み
ん
な
花
だ
か
ら
』
（
福
中
都
生
子
・
大
阪
市
東
住
吉
区
田
辺
西
７
の
似
、
あ
す
な
る
社
）
今
『
小
学
六
年
生
』
（
山
本
巣
人
新
日
本
出
版
社
）
▼
『
向
い
風
』
（
関
谷
さ
よ
子
歌
集
、
新
日
本
歌
人
連
盟
）
▼
『
棄
民
の
群
島
ｌ
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
被
爆
者
の
記
録
』
（
前
田
哲
男
、
時
事
通
信
社
）
今
『
原
子
力
帝
国
』
（
ロ
ベ
ル
ト
・
ユ
ソ
ク
・
山
口
祐
弘
訳
、
ア
ソ
ヴ
ィ
ェ
ル
社
）
▼
『
原
爆
前
後
』
鯉
・
娼
巻
（
中
村
幸
一
・
白
井
秀
雄
）
▼
『
遠
く
近
く
』
（
佐
多
稲
子
、
筑
摩
書
房
）
▼
『
一
九
四
五
年
八
月
六
日
』
（
伊
東
壮
、
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）
▼
『
人
質
』
赤
山
勇
詩
集
（
群
島
新
社
、
香
川
県
高
松
市
多
肥
上
町
二
三
二
六
）
▼
『
母
た
ち
の
戦
争
体
験
』
（
鶴
見
和
子
、
牧
瀬
菊
枝
編
、
麦
秋
社
）
▼
『
と
も
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
』
（
近
藤
原
理
、
明
治
図
書
）
▼
『
ア
メ
リ
カ
の
核
戦
略
と
日
本
』
（
新
原
昭
治
・
浅
見
善
吉
、
新
日
本
出
版
）
▼
『
核
時
代
の
軍
備
と
軍
縮
』
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所
編
、
服
部
学
訳
、
時
事
通
信
社
）
■
事
務
局
日
誌
■
９
月
加
日
原
普
協
事
務
局
会
（
被
災
、
協
）
９
月
記
日
米
・
ソ
の
地
下
核
実
験
に
抗
議
の
座
り
込
み
（
一
○
四
回
目
）
平
和
祈
念
像
前
、
十
三
名
９
月
調
ｌ
釦
日
Ｎ
Ｇ
Ｏ
被
爆
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
周
年
記
念
ｌ
合
同
研
究
会
、
東
京
・
青
年
館
、
月
７
日
第
５
号
収
録
座
談
会
・
む
つ
問
題
に
つ
い
て
打
合
せ
会
（
長
崎
荘
）
ｎ
月
焔
日
む
つ
問
題
を
考
え
る
県
民
会
議
運
営
委
員
会
（
長
崎
荘
）
加
月
旭
日
富
田
先
生
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
’
三
１
ジ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
歓
送
会
（
被
災
協
会
識
室
）
叩
月
加
日
証
言
の
会
総
会
、
「
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
」
「
季
刊
長
崎
の
証
言
」
応
１
１
４
出
版
記
念
会
（
被
災
協
）
叩
月
妬
日
原
普
協
事
務
局
会
（
被
災
協
）
如
月
”
日
原
発
。
む
つ
を
め
ぐ
る
シ
ソ
猟
ジ
ウ
ム
（
被
災
協
）
、
月
配
日
ソ
連
・
南
ア
フ
リ
カ
の
核
実
験
に
抗
議
の
座
り
込
み
（
一
○
五
回
目
）
平
和
祈
念
像
前
、
三
十
名
■
受
贈
図
書
■
▼
『
被
爆
二
世
』
第
九
号
（
大
阪
被
爆
二
世
の
会
機
関
誌
、
一
九
七
九
・
九
・
九
）
▼
『
那
覇
市
民
の
戦
時
・
戦
後
体
験
記
録
ニ
ュ
ー
ス
』
施
娼
・
皿
（
那
覇
市
民
（
三
・
へ
Ｉ
ジ
四
段
目
へ
）
F
＋
ﾔ
